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■加熱表示 

オート調理の加熱方法 
を 表示します。 レンジ加熱グリル M 熱オーブン 


E 因 

オ_プンの供用グリルの供用 

■付属品の表示例 

「?-ブル: H /- 卜 "I f テ-プルプ U - K | 

Ub 5 ミンク 助 J I 焼網 J 

■加熱時間の目安は、食品温度(常溫)を基準にしています。 
■料理写 H は調理後.盛りつけたものです。 


■調理方法の表示 

調理キー、出力、温度、加熱時間は次のよ5に表示します。 

鲁オート調理のとき 

I あた;^解;！あたため ih こはん2牛乳 PAM 解;*|(!3$しみ 
■ ) r 纖き（5碑6冷漆 ）[7 クッキ-旧ケ-芊 


旧かん fcA > パ:/] r ? o グラタン m 1_ブもの 1 [ Tag きもの I 
13⑽もの14茶わん蒸し mjm 16根英 
籲手動調理のとき 

手動調理キーー I ；ンジ!グリ 1；オーブンコ AV 発3 (レンジ> 


レンジの出力一 [1/ ンジ1700 W|l レンジ _r レンジンジ(1_ 
才-ブンの溫度-… 100 t ：；；% i !45 C 
wmm — 分 | 

■料理編に使われる単位は、次のとおりです， 

カロリー: Ucal (キロカ□リー) =4.18 kJ (キロジュール） 
容置：1 mL (ミリリットル)=1 cc (シーシー） 


取扱説明編もくじ 
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A 危険 

A\ 


浩 


△注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って 
生じることが想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
人が死亡または重傷を負う可能性が想定され 
る内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
人が懦茜を負5可能性が想定される内容およ 
び物的損害のみの発生が想定される内容を示 
しています。 


絵表示の例 

A この記号は注意（危険•霤告を含む）を促す内 
容があることを告げるものです。図の中や近 
傍に具体的な注意内容が描かれています。 

この記号は禁止の行為であることを告げるもの 
。図の中や近- -1- 一- 


0 

❶ 


です。_ 

れています。 


や近傍に具体的な禁止内容が描か 


この記号は行為を強制したり指示する内容 
を告げるものです。図の中や近傍に具体的 
な指示内容が描かれています。 


•この機器は一般家庭用です。業務用にはお使いにならないでください。 

据え付けるとき 


安全のため必ずお守りください 

vi この取扱説明書および製品への表示では*製品を安全に正しくお使いいただき、あ 

j レ》 k なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 


示をしています。その表示と意味は次のようになつています< 
から本文をお読みください。 


内容をよく理解して 


、警告 


• 燃えやすいもののそばに匾いたり、 

熱に弱いものやカーテンなどを近 

づけない。 


(ヒーター使用時の 


高温で引火の恐れ〉 

& 

Q 

T 

拳たたみ、じゆうたん、 

テーブルク 

ロスなど熱に弱いものの上に■か 

ない。 


(ヒーター使用時の 

0 

高温で引火の恐れ） 


電源は定格1 5 A 以上の専用コンセ 
ントを単独で使い、他の器具と併 
用する分岐コンセントは使わない。 

(過熱•発火 • 火災の原因） 



傷んだ電源コードや差込プラグ、 
ゆるんだコンセントを使用しない。 
(感電•ショート•発火の原因） 




0 


交流 100 V 以外では使用しない。 
(火災 • 感電の原因） 


0 


包装用ポリ袋は幼児の手の届かな 
い所に保管または廃棄すること。 
(頭からかぶるなどすると、口 
や典をふさぎ窒息する恐れ） 


❶ 


電源コード • 差込プラグを傷つけ 
ない。 

® 源コードを傷付けた0、破損した 
り、加工した 0. 無理に曲げたり、 
引っ張ったり，ねじったり.たばね 
たり，遒いものを載せたり.はさみ 
込んだりしない。 

(コードが破損し、火災 
• 感電の原因） 


0 


アースを確実に取り付ける。 

(故障や漏電の時の感電防止） 

取り付けは、販売店または®気工事店にご相賧ください。 


❹ 



■アース端子がある場合 

リード線の先端の皮をむき、アース 
_子付コンセントのアース端子に確 
実に固定してください。 

■アース端子がない塌合 

アース棟の接地工事には「電気工事士 J の有資格者が工事するよう法 
律で定められています。お買い上げの販売店か、お近くの電気工畢 
店にこ•相談ください • （工事は有料） 

ご注意 

ガス管、水通管.避雷針や電話のアース嫌への接琥はやめてください • 


參次の場合は、箱気工事士の有資格者により D 種 
接地工事（接地抵抗1000以下）をすることが 
!法律で義務づけられています。必ず電気工事 
店に依頼してアースエ事をしてください。 

湿気の多い場所 

籲水蒸気が充满する壩所籲土閫.コンクリート床 
籲酒，しよ5ゆなどを釀造、または貯蔵する場所 


水気のある場所 

この場合.漏1しゃ断器の取り付けも親務づけられ 
ています。 

參水を取り扱う土 洗い場など水気のある場所 
•地下室など常に水滴が漏出したり.結露する場所 




ご使用の前に 
ご使用の後に 
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(安全のため必ずお守りください） 

据え付けるとき 


△注意 


本体は壁などとの間をあける。 
(過熱して発火する恐れ） 


消防法 基準適合 組込形 


可燃物からの離隔距離 (cm) 


瞬 



前方 

ゆ方 

下方 

〇〇] 

mam 

mim 

開放 


0 



このオーブンレンジは「消防法告示第 
一号(対象火気設備等及び火気器具等の 
離隔距離に関する基準>」に適合してお 
ります。速築物の可燃物等からの離隔距 
離は表に掲げる値以上の距離を保ってく 
ださい。 


熱に弱い家具やコンセント 
のある壁面に、排気口が向 
い合うときは、熱変形する 
恐れがあるため通ざけてく 
ださい。 


左記寸法を離しても調 
理物の油で汚れたり結 
蹯することがありま 
す。排気が E 接壁にあ 
たらないように据え付 
けてください。 
あらかじめアルミホイ 
ルを壁面に貼ると汚れ 
を防止できます。後面 
がガラスの場合、温度 
差で割れる恐れがある 
ので 20 cm 以上あけて 
<ださい。 


電源コードは、排気口や温度の高 
い部分に近づけない。 

(火災 • 感®の原因） 


0 


使用前に包装材は全て取り除くこと。 
(発火•火災•やけどの原因） 


❶ 


すき間があっても5面を 
囲む設置はしない。 
(過熱による発火•壁の 
汚れ • 機能低下の原因〉 



0 


水のかかるところや熱気、火気の近 
くで使わない。 

(感電 • 漏®の原因） 


0 


參水平で丈夫な場所に圃く。（振動•騒音 • 本体落下の原因） 

•ラジオ、テレビ、無線機器およびアンテナ線から 3 m 以上離す。（雑音や映像の乱れの原因） 
受值感度が弱い場合には、さらに雑音が小さくなるまで離してください。 

鲁落雷の恐れがあるときは、差込プラグをコンセントから抜く。(故障の原因） 


使用するとき 


△危険 


改造は絶対にしない。 また 、穴やすき間などに指や物を差 
サービスマン以外の人は、 し込まない。特に子供のいた 

分解したり修理しない。 ずらなどに注意。 

(火災•感電•けがの原因） （けが、感電や故障の原因） 


② 



0 


A 警告 


子供だけで使わせたり、幼児の手の届くとこ 
ろで使わない。 

(やけど • 感茁 • けがの恐れ） 


0 


調理中に差込ブラグを抜き差ししない。 
(火災 • 感電の原因） 

抜くときはとりけしキーを押した後にし 
てください。 


0 


△注意 

レンジ加熱では、ゆで卵は絶対に 
作ったり、あたためたりしない。 
目玉焼きやおでんのゆで卵^ 
などのあたためもしない。 

(破裂してけがの原因） 

調理後の食品の出し入れに注意す 
る。（やけどの原因） 

レンジ加熱でも容器やテーブル 
プレ-卜などが熱くなることが W 
あります。 

テーブルプレートに衝擊を加えな 
し、（破損してけがの恐れ） 

特に食品の出し入れのとき、 ( V ) 
テープルプレートのふちに当 
たらないようにしてください。 

オーブンレンジが転倒 • 落下した 
場合は、使用せず、点検を依頼する。 
(感爾や甩波漏れの恐れ） 

ドアに無理な力を加えたりぶらさ 
がらない。 ^ 

(本体が倒れてけがや (\) 

電波漏れの原因〉 w 

差込プラグの抜き差しは 、 A 
コードを持たずに、必ず差 Mm 
込プラグを持ゥて行う 。 v 
(感電やシヨートして発火の原因） 

レンジ加熱では、びん類など密封さ 
れた食品は拴やふたをはずし、膜や 
殼つきのものは、切れ目や ^ 
割れ目を入れる。 

(破裂してやけどやけがの原因） 

衣類の乾燥など調理以外の目的に 
使わない。 ベ、 

(発煙 • 火災 • やけどの原因 ） C V 

長期間使わないときは、必ず差込 
ブラグをコンセントから抜く。 

(絶縁劣化による獅 • 

漏電火災の原因） w 

銳プフクを抜く 

ドアに物をはさんだまま使わない。 
(電波漏れによる障害の恐れ） / C ^ 

本体の上に物を置かない。 

(過熱してこげ•変形の恐れ） V/v 

吸排気口をふさがない。 /CN 

(過熱して故障の原因） 

ノ 


安全のため必ずお守りください 
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イ吏用するとき 


レンジのとき 

△注意 


食品は加熱しすぎない。 / C \ 

♦突然沸とうして飛び散ることがある V-X 

水、飲みもの(牛乳、酒、コーヒーなど)、カレーやシチュー 
などのとろみのあるもの、油脂分の多い生クリーム、 
バターなどは、加熱中や加熱後食品を取り出すとき、 

沸とうして飛び散り、やけどの恐れがあります。 

※飲みものは加熱前にスプーンなどでかき混ぜます。 

•こげたり燃える恐れがある 

少屋の食品、水分の少ない干もの、加熱されやすいまんじ 
ゅうやパン類、温度が上がりやすいあん、チヨコレート、 
油脂分の多い揚げもの、パター、サラダ油、ミックスベジ 
タブルなどはこげたり、燃える恐れがあります。 

※少 I (1 0 Og 未滝)の食 S をオート調理で加熱しないでください。 
※ククレットガイドの指定分塑以外の加熱は、手動調理で様子 
を見ながら加熱します。 

籲金属の調理道具やアルミなどで加工したプラスチック 
容器は使わない。アルミ箔(アルミホイル)を使うとき 
は加熱室内壁、ドアファインダーに触れない /TN 

ようにする。（火花くスパーク〉、故障の原因） 

春食品の重さにくらべ重すぎる容器でオート調理 XTN 
しない。（食品がこげたり、燃える恐れ） v ^/ 

參击詰やレトルト食品は缶や袋のままで加熱しない。 
(火花〈スパーク〉、こげ、破裂の恐れ） /CN 

アルミ包装は加熱できません。容器に移しか 
えて加熱します。 

籲乳幼児のミルクやべビーフードは手動 
で様子を見ながら加熱し、必ず仕上がり温度を確認 
する。（やけどの恐れ） 

絶対にオート調理で加熱しないでください。 

※市販のベビーフードは、そのまま加熱しないで、 

容器に移し変えて加熱してください。 

※種類の違うものを一度に加熱しないでください。 

參ラップやふたなどのおおいをはずすときは、 ^ 
注意する。（やけどの恐れ） 

蒸気が一気にでる埸合があります。 ^ y 

參加熱室が空のまま加熱しない 0 /〇 

(異常高温になり故障の原因） W 

争鮮度保持剤(脱酸素剤など)を入れたまま 、 /CN 
また包装にラベルやテープを貼つたままで vv 
加熱しない。（燃える恐れ） 

籲 1 あたため で飲みものを加熱しない。 

(沸とうしてやけどの恐れ） v^y 

V 

グリル、オーブンのとき 

[ A 

，注意 

• 使用中や終了後しばらくは、本体 （ ドア、 _ 

キャビネット、加熱室などの周辺)、テープ 
ルプレートにふれない。（やけどの原因） ^ m± 

♦熱くなつたドアやテーブルプレートなど XTX 

に水をかけない。（割れる恐れ） 

籲調理が終わったらすぐに取り出す。 

(余熱で焼き過ぎになる恐れ） W 

參食品の出し入れは厚めの乾いたふきんやお手 
持ちのオーブン用手袋を使う。（やけどの恐れ )， F 
•ブラスチック容器をヒーター加熱しない 。 /CN 
(発火の恐れ） ^ 


レンジ、グリル、オーブンのとき 

注意 


食品くずをつけたまま 加熱室内で食品が燃え出したときは、 

使わない。（燃える恐れ） 1. ドアを開けない。（勢いよく燃える恐れあり） ww 

2. とりけしキーを押し、運転を止めてから、差込プラグを抜く。 

3. 本体から燃えやすいものを遠ざけ、鎮火するまで待つ。鎮火 
しない場合は、水か消火器で消す。そのまま使用せず、必ず 
販売店に点検を依頼する。 


お手入れのとき 

/- 


△警告 

ぬれた手で差込ブラグの抜き差し 
はしない。 

W が.籲 

, ぬれ手禁止 

差込プラグの刃および刃の取り付 
け面のほこりをよくふく。 

讎原因> 爭故© 

本体の掃除は、必ず差込プラグを抜 
き本体が冷めてから行う。 

(やけど•感電 •ニフ y A 

の恐れ） ff 

_ X 




安全のため必ずお守りください 
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各 ax のなまえとはたらぎ 

操作八°ネルのはたらき 


待機時消費電カオフ機能 


表示窓 

+ 11ページ 

オートメニュー番号、仕上がり調節、加熱方 


ドアが閉じた状態で表示窓に roj が表示 
されているときは約1〇分後に自動的に 
28源が切れます0 

電源が切れたあとは、ドアを開閉すると 
再び電源が入りキーを受け付けます。 


法、加熱時間、温度を表示します。（表示はイ 
メージ囡です。） 



オート調理 

好みのメニューをセンサーとマイコンが自動調理します。時間や温度設定の必要がありません。 

16 棟類のメニューがオート調理できます。メニュー 
番号は表示窓に表示されます。 

1ごはん〜16根菜| を セッ トするときは、表示窓に 
roj が表示されている状態で、ボタンを押すかオー 
トメニューの ($ または t >) を押します。 

たため U 解凍あたため1 のときに使います。 

キーを押すだけで自動的に加熱します。 


オート調理のとき、用途や好みに応じて使います。 


厂 オートメニュー1ごはん 

く 1>翁 


2牛乳3さしみ4解凍 | 

〇 驗と 1 ^ し 


加熱室のにおいが気になるとき使いま 
す 0 


各部のなまえ 

上 ヒーター 


テーブルブレート (セラミック製〉 
調理メニューによ D 加熱室底面、皿 
受棚 (上段、中段、下段〉 にセツトして 
使います。 


※操作パネルは MR0-FX3 で 
説明しています。 


排気口 



吸気口 


操作パネルァースリード線 
ドア 

加熱中にドアを開ける 
と、庫内灯が消えます。 



手動調理 

• 料理に合わせて 「レンジ ir^rn^ I オーブン I [pam m \ 
を選びます。 

I レンジ I :押すと I レンジ I 70 MI 蜂 I レンジ1500 WI 蜂 

I レンシ1200 W | 岭 |レンジ 100 W 蜂 Wi /|700 W 
の類にセツトできます。 

ipam m \ :かんたんパンや、ヨーグルト、納豆の発酵に 
(レンジ）使います。 

I グリル I :押すと げリル 1 がセツトできます。 

I オーブン1 :1度押すと「予熱あり」 

: 2度押すと r 予熱なし」になります。 

I 発酵丨 ： ぼニヲラ1 を2度押し、温度調節キーの 1 VI を押 
(オーブン} すとセツト (35. 40 . 45で> できます。 


差込プラグ - J 


下 ヒーター 

加熱室底部に内蔵されています。 


タイマーセツトキー 


加熱時間をセツトするときに使います。 ンジ r 700 WI 
[ U > i / T 500 w 1 tt 1 9分5〇秒 、 I レンジ1200 wl lUylA 
T 55 W 1 オーブン IPam 発 圖(レンジ)、 尿ニラン腕酵 I 
は90分 （1 時間30分)、グリルは40分計になります。 


はーブン 1 の温度を調節するときに使います。 

「あげる J ときは®を押します。 

「さげる J ときは ( gi を押します。 

オーブン砂リ瓜 加熱中に咖を押すと、設定した加熱 
時間を1分串位で増減することができます。 



ランプ 


オート調理と手動調理のときランプ 
(參） が点滅します。 

キーを押すと庫内灯が点灯し、加熱が 
始まります。 

加熱が始まると (翁） が消えます。 


とりけしキー 


間違えて操作したとき、加熱を途中で 
止めるときに押します。 


各部のなまえとはたらき 


各部のなまえとはたらき 
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付属品の種類 


〇 印は使える。 

X 印は使えない。 


加熱方法 


付属品の種類 


レンシ- 

|グリル 


〇 

必ず加热室底面にセ 
ットして使います。 

〇 

必ず皿受棚にセッ 
卜して使います。 
(メニューによつて 中段 
か 上段を 使う） 

〇 

必ず皿受棚にセッ 
卜して使います.. 

(メニュ_によって上^ 
中段または下段を使う） 

X 

オート調理の パリッ庫 
網焼き、 1】揚げもの 
12境き祕 には使えます， 

〇 

〇 


■テーブルブレート （セラミック 8) 
すべての調理に使います。 / 

急冷すると割れることがあります〇 


〇 


加熱方法によって.テーブルプレートのセツトする位1が通います。 
セツト位*を間違えると rco 2 j または rco 9 j を表示してスタートしません • 


■焼網 

テ-ブルプレ-卜にのせて使います。 E 火で使うと、 
変形の原因になります。臓は手1)卿でも料理1 
に記載してある使いかたに限り使えます* 


■ククレツトガイド（本梅）■保証書 


テーブルプレートの出し入れのしかた 

鲁調理 メニューによって テーブルプレートを 加熱室底面または皿受棚にセット します。 
春テーブル プレー トの出し入れは加熱室やテーブルプレートが冷めているときに行います。 


〈テーブルプレートを加熱室底面 
にセツトするとぎは〉 



レン加熱、加熱と 
オーブン u グリ)レ加熱を併 
用した調理の時にセツトしま 
す。 


テーブルプレートを両手で持ち、加熱室底面の 3 個のグラ 
ムセンサーに衡擊を与えないよ5に、奥まで静かに押して 
入れ、加熱室底面にセツトします。 

〈加熱室底面から取り出すときは〉 

テーブルプレートの手前を両 
手の指先で興に押し、軽く持ち 
上げてからテーブルプレート 
の下に指先を入れ、両手で薛 
かに引き出します。 

調理後のテーブルプレートの 
取り出しはテーブルプレート 
とその周辺が熱くなつている 
場合があるので注意してくだ 
さい。 



指先で興まで押して 
軽く持ち上げる。 


テーブルプレートの下に指先 
を入れて両手で取り出します。 


I 〈皿受棚 （上段•中段 
セツトするときは〉 


下段） に 


牙^-ブ371 、 グリル! 調理の時にセ ッ トします。 
テーブルプレートを両手で持ち、加熱室の興まで入れ 
て静かにセツトします。（下図は下段にセツトする場合) 



※テーブルプレートが加熱室底面にセツトされた 
状態ですと 「 C 09 J が表示されます。 

ぐ調理後、皿受棚 (上段•中段 • 
下段) から取り出すときは〉 

原めの乾いたふきんやお手持ちのオーブン用手袋を使 
し、、両手でテーブルプレートの手前を持ち、皿受棚の 
手前まで引出したら、片方の手をテーブルブレートの 
側面に持ちかえてドアの上に取り出します。 

調理後のテーブルプレ 
一卜の取り出しは、テ 
ー プル プレー トとその 
周辺が熱くなっている 
場合があるので注意し 
てください。 



Rnw 熱くなった加熱室内からの食品の出し入れ 

熱くなった加熱室内へのテーブルフレートや食品の出し入れ時には、厚めの乾いたふきんやお手持ちのオーブン用手袋をお 
使いください。（食品の汁がこぼれているときは.ふきんやオーブン用手袋に汁がしみこまないように注意してください。） 


__ 


付属品の種類/テーブルブレ—卜の出し入れのしかた 
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ご使用の前に 


空焼きのしかた 

グラム • ポジションシステムの0点調節が完了し 
た後、ご使用の前に、油やにおいをとりのぞくた 
め、加熱室の空焼きをしてください。 

※油の焼けるにおいや煙が出ることがありますので，必ず窓を 
開けるか.換気扇を回してください。 


テーブルプレー トを取り出して 
ドアを閉める。 

(テーブルプレートを取り出さないで 
脱臭キーを押すと rco 9 j を表示して 
スター トできません。） 


❶ 關 キーを押す 

% 




❷ スタートキーを 押す 



衣-フン 


※座内灯が点灯し、加熱が始まるとランプ (參) が消えます。 


ノ/ 終了音が鳴ったら 
r 〆 空焼きが終る 




n 

U 

{ A 注意 


~\ 

空焼きの加熱中や終了後しばらくは、本体（ドア、 
キャビネットなど)、加熱室、その周辺に 
ふれない。（やけどの原因） 

V _/ 


クラム•ポジションシステムの 
0点調節のしかた 

初めて使う前に、0点調節をしてください。 

籲オート調理のときにグラム，ポジションシステムを正し 
<はたらかせるために基準を合わせます。 

♦日常ご使用の際も、ときどき0点調節を行って基準を合わ 
せてください。 


操作の手順 


S 差込プラグをコンセントに差し込む 

春待機時消费窀カオフ機能のため表示窓に何も表示されま 
せん。 （1 〗ページ参照〉 

ドアを開けると ❶ のように表示します。 


ドアを開ける 


3 


❷ 


加熱室底面に テーブルブレー トを 
セツトする 


※加熱室底面の 3 個のグラムセンサー、および加熱室底面に 
衡繫を与えないよろにセツトします。 


グラムセンサー， 


〇 


❸ 


ドアを閉めてとりけしキーを 
3秒間押し続ける 


※ピッとブザーが嗎り、数秒間鹿内灯が点灯し 
ます。庙内灯が消し、0点調節が完了します。 
(加熱室底面にテーブルプレートがセットされ 
ていないと*ピッピッピッとなって rcoo 」 が 
表示されます。） 


操作の手順 


クラム•ポジションシステムの◦点調節のしかた/空焼きのしかた 


ご使用の前に 
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加熱のしくみこのオーブンレンジについて 




電波(高周波)で食品を加熱します。 

電波(高周波)には 3 つの性質があります。 




〇 




水分を含んだ食品に 
は「吸収」されます。 

ガラス、陶磁器など 
の容器では「透過」し 
ます。 


金屈にあたると「反 
射」します。 


食品に吸収された電波は、水の分子のまさつ 
運動を活発にし、熱を発生させます。このま 
さつ熱で食品をスピーディーに加熱します。 

レンジ加熱の特長 


スピーディーで 

経済的です 


水を使わないの 
で栄養素が保た 
れます 


慕. 


色や形、風味が 
保たれます 


盛りつけたまま 
で加熱できます 



上 ヒーターと 下 ヒーターで 食品の 
表面にはこげめをつけ、中はやわ 
らかく焼き上げます。 


夕國 

上下ヒーターで加熱室の温度を均一 
に保ち、食品全体を包みこむように 
して焼き上げます。 


•グラム•ポジションシステムとは •• • 

食品の重さを 3 個のグラムセンサーで計測して食品の位面を検出し、さら 
に加熱室内の温度や蒸気を計測することにより食品に最適な調理時間を設 
定するシステムです。グラム • ポジションシステムを正確にはたらかせ 
るために、日常ご使用の際に、ときどき◦点調節を行って基準を合わせて 
ください。 （9 ページ参照） 


♦電子レンジの高周波出力(手動調理)は700 W です。 

このオーブンレンジをお頁い上げいただく前にお使いになっていた電子 
レンジ(高周波出力が 500 W や 600 W のとき)の加熱時間に比べて 1 〜 2 
割ほど少ない時間にセツトしてください。 


鲁調理後の食品の出し入れに注意をして 

レンジ加熱でも容器やテーブルプレートが熱くなるときがあります。注 
意して取り出してください。 


拳食品の置く位置は 

テーブルプレートの中央に置きます。ただしメニューによっては中央をはず 
して固く場合があります。料理編を参考にして、食品の笸く位蹬を確認し 
てから加熱してください。 


♦同じ食品を2個以上加熱するときは 

分里を同じくらいにして、テーブルプレートや焼網の中央に寄せて置きま 
す。 


♦違う種類の食品を同時にあたためるときは手動調理で 

オート調理で加熱すると、仕上がりに差がでることがあります。手動 


fi / ン1700 wl か手動 I レン ジ feoowl で、様子を見ながら加熱します。 


參オーブン料理のときは 

•市販の料理ブックやお好みのメニューを作るときは、料理編の類似したメ 
ニューの時間と温度を参考にして、手動で様子を見ながら焼いてください。 
•オート調理で記載しているメニューを手動で調理する場合は、 41 ページ 
の"加熱時間一贸表"を参照し、オーブン温度と焼き時間を目安にして焼き 
ます。 


籲オーブンを使いこなすために 

オーブンの特性で、料理編に記載している方法で加熱しても焼き色が漉か 
ったり、薄かったりすることがあります。設定温度を1〇〜 20° C 上げたり、 
下げたりして調節します。焼き色が足りないときは 3 〜 5 分ほど追加焼 
きをして調節してください。 


籲焼きムラが気になるときは ••• 

加熱途中で食品の前後を入れ替えます。このときテーブルプレートや加熱 
室が熱くなつているので注意してください。入れ替えるときは、中央部分を 
厚めの乾いたふきんやお手持ちのオーブン用手袋を使い、両手で入れ替え 
ます。（テーブルプレートの出し入れのしかたは8ページ参照） 


參加熱中のドアの開閉は 

加熱室の温度が下がってしまうので、ドアの開閉は手早く控えめにしてく 
ださい。ドアを開閉するタイミングは、焼き時問の 2/3 以上経過してから 
行なってください。 


加熱のし<み/この才—ブンレンジについて 


^知っておいていただきたいこと 

必ずククレットガイドに記載している方法でお使いください。 

記載している方法でお使いいただかないと、上手に仕上がらなかったり、故障の原因になります。また場合に 
よっては発煙 • 発火 • やけどなどがおこる恐れがあります。 


待機時消費電カオフ機能について 

オーブンレンジを使用していないときの電力を節約するため、約10分後に自動的に電源を切ります。(表示窓 
の roj 表示が消えます)。キーを押しても受け付けません。ドアを開閉すると電源が入り（表示窓の roj 表示 
が点灯します)キーを受け付けます。 

• ドアを閉じた状態で、差込プラグをコンセントに差し込んだだけでは、電源が入りません。 -度 ドアを開けてください。 

仕上がり調節キー 0 A ； について 

オート調理の仕上がりを、用途や好みに合わせて加減するとき使います。 

rPAM _( |3 さしみ MH ) [7〇1，■ 焼き |7クッキグラタン | 

けもの敍秘113 :'ベ.:: i ._: ハ i . ロハち: AL . のとき、3段階に調節できます。 

!八^;と弹 、 v |沔づこ弭しなり.ます祠立 : rr な：」ています， 


i あたため mMcM n こはん, 2牛乳 8^1151-^ ；1 e 柺菜 LPAM 発酵 i (レンジ}のとき、5段 
階に調節できます。初めは®にセツトしてあります。 茂こはん2二 斗はお好みの仕上がりにセツト 
して使いますと、その仕上がりの目盛を記愠します。ただし、表示窓に「0」が表示されている間に差込 
プラグをコンセントからはずすと記懷されません。 


• 調節のしかたは、それぞれの調理のコツを参考にしてください。 

•仕上がり調節は、:系瓦ため I 料凍©をための場合、加熱時間を表示する前に行います。その他の場合、スタートキーを 
押す前に行います。 

グラム • ポジションシステムについて 

食品の分里をはかって、オート調理するグラム • ポジションシステムが内蔵されています。 

fp ンジ I 加熱のオート調理や、 D ンジ I 加熱と I オーブン U グリル I を併用したオート調理の時にグラム • ポジションシ 

ステムがはたらきます。 

※オート調理メニューをセツトし、表示窓に ルンジ1 加熱が表示されたときは、必ずテーブルプレートを加熱室底面に 
正しくセツトしてお使いください。（このときテーブルプレートが皿受棚にセツトされていると rco2 」 表示が出て加 
熱できません。） 

f メロディー機能について 

調理スタート、終了等を.メ□ディーで楽しく知らせます。好みによってメロディー音を-ブザー音-や’無音”に切り替える 
ときは、差込プラグがコンセントに差し込まれている状態で> ドアを開閉して表示窓に 「0 J を表示させてから、仕上がり 
調節キー@を3秒間押し続けます◊ピツとブザー音が鳴ったら、切り替えが終了です。同じ操作でブザー音を無音に切り 
替えられます ◊ さらに同じ操作でメロディー音にもどすことができます。（メロディー音—ブザー音-無音—メロディー音） 

食品の取り出し忘れ防止ブザー音について 

加熱終了後、食品を取り出さなかったとき、•ピビビ-とブザー音が約1分ごとに3回嗚って知らせます。 

PAM 1000 W について 

高周波出力1000 W は、短時間高出力機能(最大3分間)です。オート調理のあたため等の限定し/ " c メニューにのみ働きます。 

卜ーストやもち、生魚のさんまやあじなど、丸身の魚は焼けません。 

加熱室が大きく、上ヒーターと食品の距離が遠いため、焼き色がつきません。 

調理が終了してもファンの風切り音がします。 

とりけしキーを押した時や調理終了後2分間電気部品を冷却するためファンが回転します。この間、メロディー音の切替やグラム • 
ポジションシステムの0点調節はできません。 

V_ __ 


(3 段階調節） 

(強） 

•強 

(欏準) 

•中 

(费） 

•弱 


(5 段階调節） 

(強） * 

■強 

(やや強 ） * 


(樣準） « 

•中 

(やや弱 ） * 

• • 

(弱） * 

•弱 


ご使用の前に 


知つておいていただきたいこと 
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使える容器、使えない容器 


容; 

ス 

容 

器 

加熱の種類 

器の種類 

耐熱性のガラス容器 

電子レンジ加熱 

( A 加熟後、急冷すると割れる 

V J ことがあります。 

ヒーター 加熱 

(オーブン、グリル加熱） 

X - V 加熱後、急冷すると 
割れることがありま 

耐熱性のないガラス容器 ^ 

= ス 、響 | 

クリスタルガラスなど 

X 

X 

陶 

器 

m 

器 

耐熱性のある陶器 • 磁器 

ココット皿、 

グラタン皿など 

〇 

〇 

日常使っている陶器 • 磁器 

茶わん、皿など C ~、 

ただし，派手な色絵つけ、ひび模 
様、金、銀模様のあるものは、器 
_ を钼めたり，火花がでるので使え 

f \ ません。 

1 ) また素焼きの陶器など吸水性の高 

いちのや良時間邊水させた陶器、 
磁器は熱くなることがあるので注 
京してください* 

X 

2 

ス 

チ 

y 

ク 

容 

器 

耐熱性のあるブラスチック容器 
ボリプロピレン製など 

9^ 

酎熱温度が1401：以上のちの 
一 で、「電子レンジ使用可」の表 

C \ 示のあるものを使います。た 

VV だし、砂糖、バター、油を使っ 

た料理は鬲温にな0、容器が溶 
けてしまうので使えません。 

ただし、 r グリル、才 
V /ーブン使用可」の表 
yv 示のあるものは使え 
ます。 

その他のプラスチック容器 

參 & 

面熱温度が〗4010未滿のもの(ボ 
リエチレン、スチロール樹脂など〉 
や駙然涅度が高くてち、電波で変 
、ノ 質するもの（メラミン、フエノー 

Y ル、ユリア樹蹈、アルミなどで表 

，、 面加工した樹脂など）は使えませ 

ん。ただし、 [ PAMir 凍] のときに 
だけ、発泡スチロールのトレーが 
使又ます。 

X 

ラップ類 ^ 

ft 熱温度が140 1 C 以上のものは 
使えます。ただし，砂©、パター、 
C 1 油を使った料理は高温になり，ラ 

ップが溶けてしまうので使えませ 
ん。 

w ただし、発酵では使 
ぇます。 

金属容器、金串、 

アルミホイ縦 _ 

電波を反射するので使えません0 
ただし.アル S ホイルは薄波を反 
射する性質5利用して•加然しす 
ぎる部分をおおうなど、部分的に 
便えます。（このとき，加热室底面 
や壁面.フアインダーに铂れると 
火花が出て、破損や故障のおそれが 
あるので注思してください。} 

ただし*取っ手がブ 
f A ラスチックのものは 
V J 使えません。 

竹、木、藤、紙、ニス、 

うるし塗り容器など 《 

こげたり，塗りがはげたひび 
刮れすることが®るので使えませ 
、ノ ん。特に針金を使っているものは 

X 燃えやすくなります。 

ただし，竹 a . 埸技、紙は构理_ 

に記載している使いかたに限〇使 
えます。 

v ^ただし、硫酸紙や耐 
X 熱性の加工を施した 
/、 紙製品は使えます。 


■诹子レンジ加熱とヒーター加熱を間適えないでください。間違えると食品や容器が発煙 • 発火することがあり 
ます。加熱スタート後、加熱の種類を確認してください。 

■プラスチック類は家庭用品品質表示法に基づく耐熱温度表示をごらんください。 

■材質や耐熱温度がわからない容器は使わないでください。 


使える容器、使えない容器 


2 

ii 


オート調理 


あたため/解凍あたため 


: Sr 1 に盛ったままのお総菜や凋邱して冷油したお総菜をスヒーディーにおいしく fL I :げます 


あたため II 解凍あたため の使いかた 


(加热室底面） 

r^\ 

付属のテーブル 
プレートを使う u 


茄レ:^グリ抡 


^ VI 八 


<|> 〇 〇 


(例) あたため の場合 

食品を入れる 

:あたためキーを1度押 


※テーブルプレートが加熱室底面にセツト 
されていることを確認します。 

セツトされていない場合、表示窓に 


r l j が表示され、加熱できません。 《ぉ釤菜のあたための塥合） 



鹿内灯が点灯し、加熱が始まります。 


,奴秒後に変わる 


キーを押すごとに1蜂2畸1とセツトできます。 

1常温，冷蔵保存の食品をあたためます。 （16*1 7ページ参照） 

2冷凍保存の食品を解凍してあたためます。 （16* 17ページ参照) 
キーの押しかえはキーを押した後約2秒間受けつけます。 


a レンジ 

•ふ 

• 才一卜 ， 


い厂 ，一 

「つ 

: L J 


r 途中で変わる 


三 I 三 L 


終了音が鳴ったら食品 
を取り出す 


鹿内灯が消灯し、表示が roj になり、 
加熱が終ります。 


0 


I 牛乳のあたためは:2玉扭を使います。 （20 ページ参照)、お酒のあたためは手動調理で加然します。 （26. 42ページ参照） 

I ご飯のあたためは、 .しこ•はん I 、冷凍ご飯の解凍あたためは、 S 幸 で加熱します 

1匿迄迄控|キーは、ドアを閉めて約1 C 扮以内(表示窓に 「0 J が表示されている間)に押してください。約10分を過ぎるとスタートしません。 
ドアを開閉して H た ri ] キーを押してください。 


_たため1_凍あたため]のコツ • 


^ 回の分置は醒で (16 17ページ参照〉 

1〜4人分(食 S と容器を合わせて1 .800 g ま 
で)です。分里が極端に多すぎたり少なすぎる 
と上手に仕上がらないときがあります。 

食品の重 M が100 g 未满のときやまんじゅ 
う、パン類や冷凍野栞を加熱するときは、 
手動調理で加熱します。（17、26ページ参照） 

同じものを 2 個以上加熱するときは 

食品の分置を同じくらいにし、テーブルプ 
レートの中央に寄せて»きます。 

乳幼児のミルクやべビーフードは才 
一卜調理ではあたためられません 

手動 I レンジ忘 OOW 1 で様子を見ながら加熱し 
ます。 （5 ページ参照〉 


必ず陶磁器や耐熱性のガラス容器を使 

つて 

籲グラム.ポジションシステムがはたらきま 
す。食品の置に合った大きさの容器を使い 
ます。容器の大きさは.食品を入れたとき 
ノ k 分目位になる大きさが通当です。 

♦みそ汁のおわんは使えません。 

市販の調理済み食品は 

春市販の調理済み食品や冷凍食品を加熱す 
るときは、メーカーの指示に従い、手動 
[D ンジ运 oowl で加熱します。 

♦市販のご飯やおにぎりをあたためるとき 
は、〗4ページを参照します。 

拳発泡スチロールの容器やトレーは绝対に 
使用しないで下さい。 


仕上がりがぬるかったときは 

手動 r レンジ 「700 WI で様子を見ながら、さら 
に加熱します。 

• . C 追加加熱する 

と、熱くなりすぎます • 

おおいの使い分けは 

ほとんどのあたためはラップなどのおおい 
をしませんが.魚類などのはじけやすいも 
のや調理済み冷凍食品の解凍あたためはラ 
ップなどのおおいをします。 (15 -16ページ 
参照） 

インスタント食品は 

42ページを参照して加熱します。 


正しい使いかた 


才—卜調理 


あ rc ため/解凍あたため 
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オート調理 



1ごはん 


00000000000000000000000 


1ごはん の使いかた 


□□□□□□□ 

□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 



1 . _____ ■スタートのランプが点滅します。 

1 |1ごはん 1キーを 押す 

'強 レンジ 

• 1 


_中 f 

• オー ト 1 

弱 零 


❷ 


スター ト キーを 押す 


庫内灯が点灯し、加熱が始まります。 



終了音が鳴ったら食品 
を取り出す 


庫内灯が消灯し、表示が「0」になり、 
加熱が終ります。 


[ T ごはん 1 のコツ . 

1回の分量は適量で （16 • 17ぺ-ジ参照） 

1〜4人分(食品と容器を合わせて1,200 
g まで）です。分量が極端に多すぎたり少 
なすぎると、上手に仕上がらないときがあ 
ります。食品の重量が10 0 g 未満のときは、 
手動 [1/ ンシ1700 WI で加熱します。 

(17、26ページ参照） 

おおいの使い分けは 

冷蔵や常温のご飯はラップなどのおおいは 
しません。 


必ず陶磁器や耐熱性のガラス容器を 
使って 

籲グラム • ポジションシステムがはたらき 
ます。食品の量に合った大きさの容器を 
使し、字す 

容器の大きさは、食品を入れたとき八分 
目位になる大きさが適当です。 

仕上がりがぬるかったときや冷め 
かけたときは 


冷凍ご飯は I 解凍あたため1 で加熱し 

ます。 （16 ページ参照） 

冷めたご飯やピラフなどのかたま 
りはよくほぐしてから加熱します。 


2 個以上加熱するときは 

テーブルプレー トの中央に寄せて置きま 
す。 （10 ページ参照） 

市販のご飯、おにぎりは 

籲市販のご飯やおにぎりをあたためるとき 


手動 |レンジ17130 W | で様子を見ながら、さ 
らに加熱します。 

• r ごば旧 で追加加熱すると、熱くな 
りすぎることがあります。 


はメーカーの指示に従い手動 r レン切 500 W ] 
で加熱します。 

♦市販の真空パックのご飯をあたためると 
きは42ページを参照します。 

籲市販のおにぎりをあたためる時は、 
包装のままで加熱すると包装やイン 
クが テーブルプレー トに付着してし 
まうことがあります。必ず包装をは 
ずして手動 P ンジ I 5])0 W ] で加熱します。 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□ □口 


14 


冷めたご飯、お総菜のあた 
ためのコツ 

□ □□□□□□□□□□□□ EED □□□□□□(!!□□□□□) 


ラップなどのおおいを使い 
分けて 

ほとんどのメニューは、ラップな 
どのおおいをしませんが、いか、 
えび、魚、鶏肉、マッシュルーム 
のように飛び散りやすいものが入 
つているときや、カレー、シチュ 
一などは、ラップやふたをします。 
(マッシュルームなどはあらかじ 
め取り除き、加熱後加えます。） 


0^ 

包装や容器、材質に注意して 

市販のお総菜やみそ汁をあたた 
めるときは、包装状態や容器に 
注意してください。電子レンジ 
に向かない材質や真空パック入 
りは、必ず陶磁器や耐熱性の容 
器に移してから加熱します。 





水分を補って 

ご飯ものや蒸しものが乾燥ぎみ 
のときは、水分を補ってからラ 
ップをして加熱します。 



加熱後の余熱を利用して 

どんぶりもののように、ご飯と 
具がひとつの器に盛りつけてあ 
るものはあたたまり具合に違い 
が出ます。 

このようなときは、ふたやラッ 
プなどのおおいをして加熱し、 
加熱後そのまましばらくおきま 
す。 



スープ、シチューはかき混 
ぜて 

加熱後、表面に膜をはることが 
あるのでかき混ぜます。 


オート調理であたためられ 
ない料理があります。 

まんじゅうやパン類、冷凍野菜、 
ベビーフードなどは手動で加熱 
してください。 （17 ページ参照） 


調理済み冷凍食品の 

解凍あたためのコツ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ ：□□□□□□ 打 □ □ 1 口 □□□□□□ 

(110 □ □ □ □) 

包装やラップをはずし、容器に移しか 
えて 

袋やラップなどを取り、陶磁器や耐熱性の容 
器に移してから加熱します。 

市販品のなかには電子レンジで使える包装も 
あります。指示に従い加熱します。 

重ならないように並べて 

シューマイなどは数が多くなっても、重なら 
ないように皿などに平らに並べて加熱します。 



ラップまたはふたを使い分けて 

ほとんどの料理は、おおいをして解凍あたた 
めをします。ラップでおおいをするときはゆ 
とりをもってかぶせます。フライやコロッケ 
などはおおいをしません。 


へ,：:口' 




ひとかたまりにして冷凍したものは、 
加熱後かき混ぜて 

カレー や スープな ど、ひとかたまりにして冷 
凍してあるものは、加熱後かき混ぜます。 

冷凍保存温度は一1 8° C を基準にしてい 
ます。 

一 20° C 以下の冷凍食品をオート調理すると、加熱 
不足になることがあります。手動 「レンジ 1700 Wl 
で様子を見ながら、さらに加熱をしてください。 


凍っているさしみや生ものの 
肉、魚の解凍は 

PAM 解凍 を使い 
ます。 （19 ページ参照） 

いか料理をするとはじける 

手動| レンジ1 200 W | で加熱時間をひか 
えめにすれば、はじけは弱くなりま 
す。 


調理済み食品の冷凍保存(フリージング)のコツ 



□ 2口 3□□命 


よく冷ましてから冷凍します。 

ご飯は1杯分 （150 g ) ずつに、カレーなどは1皿か100〜 300 g ずつに分 
け、薄く（厚さ2〜 3 cm ) 平らにして冷凍します。（丸ごとのマッシュルーム 
など飛び散りやすいものは、あらかじめ半分に切っておきます。） 

★口 □ □ 

固めにゆで、水気をよくきって1回分（100〜 200 g ) ずつラップなどで 
包み、冷凍します。 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□ 
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ご飯、お総菜のあたためメニュー 


□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


• □ □□□ □ □ □ □[!□□□ 1 □□□口 

表面が乾燥ぎみのときや、やわらか 
く仕上げたいときは、水や酒をふる。 
おにぎりは皿にのせる。 

• □□□□□□□□□ □ !]□□□!□ □ □ □ 
加熱後、かき混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 


• □□□□□□□□□□ 

容器に入れる。 

加熱後、かき混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 

□ 


• □ □ □ 

飛び散ることがあるのでおおいをする。 

• 

• □□□□□□□□ 

皿に並べる。たれをぬってから加熱 
する。 

• □□□□□ 

ソースは飛び散ることがあるので、 
加熱後にかける。 

X 

□ 

□ 

□ 

□ 

•3 

•□□□□□□□□□□□□ 

皿に並べる。えびやいかは飛び散る 
ことがあるのでおおいをする。 

分量の少ないときは仕上がり調節 
|やや弱に合わせる 

X 


□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 
_ 

□ 

□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□□□□□□□□ 
容器に入れる。野菜炒めが乾燥し 
ている場合はバターかサラダ油を 
加える。加熱後、かき混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□□□□ (□□□□□口) 

容器に入れて煮汁をかける。 

X 


□ 

容器に入れて煮汁をかける。 

煮魚は身が飛び散ることがあるの 
で、深めの皿を使い、おおいをする。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 

'翁 

•□□□□□ 

重ならないように皿に並べ、水分を 
補ってから加熱する。 

乾燥ぎみのときはサッと水にくぐ 
らせる。 

X 

□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□□ 

えびやいか、丸ごとのマッシュルー 
ムが飛び散ることがある。（丸ごとの 
マッシュルームはあらかじめ取り除 
き、加熱後、加える。） 

仕上がり調節1やや強1に合わせる。 

• 


•□□□□□□□□□□□ 

漆器やプラスチック製の容器は使え 
ない。陶磁器や耐熱性の容器を使う。 
仕上がり調節に合わせる。 

X 


m 凍飯、 m 凍あ総米の角キ凍あたためメ_ユ ー 

• E □ □ □] 口 □ □ 2 〇 □ □ □ !□□□□□□!□ □□□□□□ •□□□□□□ 1 〇〇〇 □□□□□□□□ In n n 1700 wl 

• □□□□□□!□□□□□□□□ in AD □□□□ 17Q26D □ □ □ □ □ 

(分量は食品と容器を 合わせて®^ は 1 , 800 g 、 は 1 ， 20 0 g までです。） •口 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ XDDD □□□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 
_ 

□ 

□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□□□□□□ 

容器に入れる。 

加熱後、かき混ぜる。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□ 

サッと水にくぐらせて皿に並べる。 
加熱後すぐにラップをはずす。 

• 

□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□□□□ 

耐熱性の容器に入れ、おおいをする。 
ふたの代わりにラップをするとき 
は、仕上がり調節1やや強か國に 
合わせ、ゆとりをもっておおう。 
加熱後かたまりをほぐし、かき混ぜ 
る 0 

• 


□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

い，、 

•□□□□□□□□□ 

四角形に形作ったご飯を平皿にのせ 
る。2個以上のときは分量を同じに 
して中央をあける。 

• □□□□□□□□□□□ 

ほぐして皿に入れる。 

加熱後かき混ぜる。 

• □□□□□□□□ 

皿に入れる。加熱後かき混ぜる。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 

鑛 

• □□□□□□□ 

皿にのせる。加熱後、裏返してし 
ばらくおく。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□□□□□□□□ 
皿に並べる。仕上がり調節|やや弱| 

か園に合わせる。油が気になる 
ときは、加熱後、ペーパータオル 
にとる。 

X 


W 

〇 

〇 

7 

n 

n 

nn-D 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□ □ 

□ 6 

□ 

_1E 

1 □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 


D 

X 


D 

D 


□ □ 

□ □ 

□ 

□ 


n 

n 

n 

h 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


D 

D 

D 

• 

ね 

で 

で 

□晾 

□00 

□ 2 , 

D J 

4 は 

□ 1^' 

1 邑 

□00 

□ 8 , 

□は 


□ 

□ 

n 

n 

□ 


□ 

□ 


□ 


□ 

□ 

□ 

D 

□ 

□ 

D 

□ 

□ 

D 


□ 

D 

□ 


1 

た 

た 

あ 


□ 

□□ 


□て 

Inw 

1合 

□陡 

□i 

□と 

□鍋 

□(« 

□日里 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□ n !!□□□□□ Hid □ 口] メニューを手動調理するときの 


□口□□而 □□□□□■□□ I 

□口）加熱時間一覧表 


□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


食品メーカーが指示するトレーや容器に入れて、テーブル 
プレートの中央に寄せて置きます。加熱時間はメーカーが 
設定している手動 I レンジ1500 W ] の時間を目安にして、様子 
を見ながら加熱し、加熱後すぐに裏返します。 （1 個 50 g 
以下のものを1〜2個で加熱するときは、記載時間より若 
干多めに加熱します。） 


□lmL 口 lcc 口 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■まんじゆう•パン類や冷凍野菜は、オート調理ではあたためられません。 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□xQDD□□□□□□□ 


手動 I レンジ1700 WI で加熱してください。 


□ □ □ □ □ 

□ □□ 

□ □□ 

□□□□□□□□□ 

1 □□口 

700D | 

□ □ 

□ □ □ □ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ □ □ 

• 

I50g 口 刚 

20 0 

20 300 

□□□□□□ 

I50g 口 刚 

DDDDDODDDDD 

250g[l □□口 

3Q20DD4D 

□□□□□□□□ 

H 

H 

H 

H 

□ 

□□□□□□□ 

• 

lOOgDlDDD 

2Q 300 0 3 〇 

□□□□□□□□□ 

X 

100gD2D4DO 

□Id 40 〇 

□□□□□□ 

l50g]2QD 

2 〇〇 2 〇 30 〇 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ □ □ □ 

• 

300gDlQ0D 

3Q 4Q 

□□□□□□□□ 

lOOgDlDDD 

□ 2Q 10Q 

□ 

□ 

□ 

□ 

□□□□□□□ 

• 

200g 

□ 100 13D □ 

2Q 300 □ 3 〇 

□ 

□ 

D 

00000 〇〇〇〇〇 

• 

200g[]i □□口 

30 30QD4D 


□ □ □ □ □ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □ 

□ □ □ □ 

□ □ □ □ □ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

一磨 

□ □□□□□□□ 

• 

80 gDDlQD 

30 Q 40 D 

底の紙を取り、サッと水にくぐらせてからゆとり 
をもたせてラップで包み、皿にのせる。加熱しす 
ぎると中の具が熱くなり、やけどの恐れがある。 

□ □□□□□□□□□ 

80 gDDlQD 

50 D □IQ lOQ 


□ □ □ □ □ 

X 

100 g 02 □口 

200 300 

包装をはずして皿にのせる。 

加熱後、時間がたつと固くなるので、食 
ベる直前に加熱する。 

□ □ □ 

80 gDlD 2 QD 

□ 20 D 

□ 

□ 

□ 

□ 

..通 

□ □□□□□□□□ 

□ □□□□□ 

X 

lOOg 

ID □ID 20 D 

袋から出してサッと水にくぐらせて 
皿に広げる。加熱後かき混ぜる。少 
量 （ lOOg 未満）をラップに包んで 
加熱すると、火花(スパーク)が発生 
して食品がこげたり、乾燥すること 
がある。 （24 ページ参照） 

□ □□□□□□□□□ 

200 g 

□IQ 50 Q 


□ □□□□□□ 

• 

200 g 

□ 3 D 

□ □□□□□□ 

300 gQlDD 

5 Q 6 Q 

包装,をはずしてサッと水にくぐらせ、ラ 
ップに包んで加熱する。 


□ □ □ □ □ 

□ □□ 

□ □□ 

□□□□□□□□□ 

1 □□口 

700 口 | 

□ □ 

□ □ □ □ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

X 

l50gDlDD 

□IQ 

□ □ □ □ 

l50gDlDD 

□□□□□□□□□ 

250gD 1 □□口 

□IQ 400 

000000 0D00D 

□ 20 300 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□ 

• 

lOOgD 1 □□口 

□IQ 

□ □□□□□□□□ 

X 

□ □□□ 

150gD5DD 

□10 糊 

□ 

□ 

□ 

□ 

□□□□□□□ 

X 

1 〇〇 9 〇 2 〇 4 〇 .[ 

40D50D 

□ □ □ □ 

150g[2 □口 

50 口 Q1D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□□□□□□□ 

X 

200gD 1 □□口 

□10 糊 

□□□□□□ 

300gD 1 □□口 

□ 2Q 30Q 

□ 

□ 

□ 

□□□□□□ 

X 

200gD 1 □□口 

1 口 40 ロロ 2 口 

□ □ 

• 

lOOgD l □□口 

□ 50Q 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ □ □ □ 

X 

200g 

] 100130 □ 

□IQ 10Q 

□ 

□ 

□ 

□□□□□□□□ 

• 

200gni □□口 

□Id 400 

□ □ □ 

□□□□□□□ 

X 

1500 6 1 □□口 

10100 010 400 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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(例） PAM 顧卜3さしみ の場合 

食品を入れる 


※テーブルプレートが加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セツトされていない場合、表示窓に 


r [ 」が表示され、加熱できません。ほぐろのさしみの場合） 



オート調理 


オートメニ 




PAM 解凍 


士で冷凍した魚や肉の鮮度やうまみをほとんど拟なわずに、ス ビーディ ーに解冲します 


p ； AM 解凍厘さしみ]|4解凍] の使いかた 


(腿® g ®) 

付典のテーブル 
プレートを使 5。 


PAM 解凍 キーを1度 

押す 


表示窓に「3」が表示されます。 
■スタートのランプが点滅します。 


•: 


キーを押すごとに3畴4蜂3とセツトできます。 

3は、さしみとして使う冷凍食品を、解凍するとき使います。 
4は、解凍後、すぐ調理する冷凍食品のとき使います。 



[ Pam 解凍] のコツ . 

加熱室は冷ましてから使ってください。 

吃 U ル]、ぽーブ2、脱臭の使用後は加熱室やテーブルプレートが熱くなっています。発泡スチロールのトレーが溶けたり、 
加熟しすぎることがあります。充分冷ましてから使ってください。 

発泡スチロールのトレーは、生ものの解凍以外には絶対に使用しないでください。 


PAM 解凍 


正しい使いかた 


才—卜調理 
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EAM 解凍] d さしみ114解凍] の上手な使いかた 


鲁冷凍室で冷凍された肉や魚を解凍します。 

拳一度に解凍できる分量は、100〜1.00 Og です。 

分歷が多すぎると•ピッビッビッ V :なり、表示窓に 「 CG 3 J 
が表示され、解凍されません。 

■冷凍室から出したばかりのコチコチに凍ったもの 
を使います。 

鲁発泡スチロール製のトレーにのせたまま解凍 

ラップなどの包装をはずし，テーブルプレートの中央に 
のせて解凍します。グラム • ポジションシステムが働き 
ます。陶磁器や®!熱性の皿などは使わないでください。 
トレーがない場合は、テーブルプレートにオーブン シー 
卜かペーパータオルを敷いて解凍します。 

籲冷凍保存温度は一18でを基準にしています。 

一20で以下の冷凍食品をオート調理すると、解凍不足に 
なることがあります。手動 I レンジ1100 Wl で様子を見なが 
ら、さらに解凍してください。 


• 分置が1 00g 未満のときは手動 「レン ジ ] 100 WI で 
様子を見ながら解凍します。 


籲 3さしみ4解凍 を使い分け 

さしみとして 解凍す る場合は、 IPAMiCB キーを1度押し 
[9 さじみ I にします • 肉や魚を解凍後、すぐ 調理す る場 
合は、 「 P _> ^ -を2度押しにします。 

/冷凍野菜の解凍 （1 7ページ参照)、調理済み冷凍食品 
を解凍するときは、手動 [17 ンジ にして20 Og 
で4〜5分を目安に、襁子を見ながら解凍します。 

春アルミホイルを使って 

形、厚みが均一でないちのは、細いところや薄いところ 
に巻きます。大きなかたまりにはまわ0(側面)に巷きます。 
アルミホイルが加熱室側面やドアファインダーに触れると 
火花(スパーク)が出て、テーブルプレートやドアファイン 
ダーが割れる恐れがあります。 


»解凍が足りなかったときは、手動|公ジ11 00W で 
様子を見ながらさらに解凍します。 

>とけかけている食品やバラバラになつて凍って 
いるものは、手動Iレンジ JlOOWj か手動|レンシ1200 WI 
で途中様子を見ながら解凍します。 


さしみの コツ 


pAM 解凍 M 解凍| のコツ 


まぐろ、いか、えび（さしみ用）を解凍後、そ 
のまま生で食べるときに使います。 


食品の中心が、少し凍って 
いる状態に仕上がりますの 
で、サクサクと包丁で切り 
やすく、食卓に出すとき食 
ベごろになります。 



均一な w さのもの 



丸まった方を下にする 


肉や魚を解凍後、すぐ調理するときに使います。 


薄切り肉は、解凍後両手で 
大きくしならせます。 

ひき肉やかたま D 肉は仕上 
がり調節圈1に合わせて解 
谏します。 

頭や尾の部分は、先に加熱 
されやすいのでアルミホイ 
ルをビッタリと巻いて解凍 
すると、変色や煮えが防げ 
ます。 



アルミホイルを使って 


參加熱途中で、食品の上下を返して解凍するとさらに良くなります。 

♦解凍後、食品の上下を返して必ず3〜5分そのまま賵いて自然解凍します。 


上手な冷凍保存（フリージング)のコツ •• 

★材料は新鮮なものを 

1回分ずつ （200 〜 300 g ) に分け.1〜 3 cm の厚さで、極端に薄くならないように平らな形にまとめます。 

★ラップなどでビッタリ密封します。 

★魚の下ごしらえは 

魚はうろこやえら、内臓を取り.塩水で洗って水気をふき取り、一尾ずつ冷凍します。 

★バランなどの飾りや敷きものは取り除きます。 


正しい使いかた 


才—卜調理 


PAM 解凍 
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1•乳はキーを押すだけで. 飲みごろ の温度にあたためます 


の使いかた 


[2 牛乳] 


(加热 SJSM } 

r ^\ 

付属のテーブル 
プレー トを使う 3 



食品を入れる 


※テーブルブレートが加熱室底面にセツト 
されていることを確認します。 

セツトされていない埸合.表示窓に 
r f j が表示され、加熱できません《 (牛乳の堪合) 




牛乳]のコツ 


1回の分屋は 

1杯 (200 mL ) から4杯までです。1杯が％ 置 以下の時は手 
動 I レンジ]>〇0州 か手動 I レンジ f 500 WI で加熱します。 

(26 ページ参照 )(〗 mL = lcc ) 

容器は 

広口で背の低いマグカツブを使います。 


牛乳は冷蔵室から出したてのものを使います 

冷蔵室から出してしばらくおいたものを加熱するときは仕 
上がり調節は [If で加熱します。 


牛乳は容器の7〜8分目まで入れます 

容器に対して 少麗 (％ 屋 以下)しか入れないと、 
加熱室から取り出した後でも、突然沸とうして 
飛び敗り、やけどすることがあります。 



牛乳びんでの加熱はできません。 

仕上がりがぬるかったときは 

手動 I レンジ l 700 wr c •様子を見ながら、さらに加熱します。 

で追加加熱すると、熱くなりすぎます。 

並べかたは 

2個以上の場合は、テーブルプレートの中央に寄せて圚きま 
す • 

r ^\ ^ rm ~\ /^ m \ 


20 


オー ト調理 



7 クブキー 8 ケーキ 1 〇ク w ン 
11 mtw u«8M umm t4 蠆 r^a し isa ac isn m 


ili 販のチル h^,Vi - 冷油のお総菜を.付诚の说 網に のせて中は「しっと t)」Mali f こんがり] 说き /:げます 

面） 

付属のテーブル 
v プレート*焼網 
h を使う， 


P リッ庫 網焼き 15冷蔵]16冷凍 の使いかた 


miwwww 


m ^ ^ Sun 

«« 10分 1分 10» 


n±ffv/as 

VIA 


Li- ICOAf 2»R 32UMM 


<j> M 4i M to ^, flp 


(例) パリッ厓 5 冷运 の場合 

食品を入れる 


※テープルプレートが加熱室底面にセツト 
されていることを確認します。 

セツトされていない場合、表示窓に 
r [ 」が表示され、加熱できません。 




(チルド八ン バーグの 場合） 
(52 ベージ麵 


才一トメニューキーを 

押す 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプが点滅します。 


❷ 


スター ト キーを 押す 




% 


ruj 


数秒後に変わる 


途中で変わる 


鹿内灯が点灯し、加熱が始まります。 


終了音が鳴ったら食品 
を取り出す 


グ 1 カレ 

m nn 


膘内灯が消灯し、表示が 「0 J になり、 
加熱が終ります。 


S 


\tvj ッ庫1 網焼き 旧冷蔵1旧冷凍 I のコッ … 

分じは 

1人分(約 100 g 卜6人分までです。（この分置以外の才一卜 
調理はできません） 

油が気になるときは 

メニューによっては余分な脂がテーブルブレート上に落ち•たま 
ることがあります。テーブルブレートにベーパータオルを敷いて 
加熱するとよいでしょう。 

グラム • ポジションシステムが働きますので陶磁器 
や耐熱性の皿は使わないで焼網を使います。 

食品を取り出すときは 

I ?手の乾いたふきんやお手持ちのオーブン用手袋を使って、 
食品をのせたまま焼網を取り出すか、栞ばしを使って食品を 
直接取り出します。 


食品の種類によってキーを使います。 

5冷はは、常温や冷蔵保存の調理済み食品やチルド食 S を 
加熱します 。 t : 〗 は、調理済み冷凍食品を加熱します0 

加熱する食品は 

チルド食品、調理済み冷凍食品の八ンバーグや焼きおにぎ 
0などの焼きもの、揚げもの、フライを加熱します。中は 
レンジですばやく加熱し、表面はグリルでこんがりと焼き 
たてに仕上げます。小さくて庶網にのせにくいものは、テ 
—ブルプレートに直接またはオーブンシートを敷いた上に 
並べ上段に入れて、手動1オープン兰 J o ' c ] で様子を見なが 
ら加熱します。 

テーブルブレートや焼網にアルミホイルは絶対に 
敷かないでください。 

レンジ加熱の時に、火花(スパーク〉の原因になります。 
オーブンシート(オーブン用)は使用できます。 


正しい使いかた 


才—卜調理 


パリツ庫網焼き(冷蔵•冷凍) 


2 































































































オート調理 



パリッ庫 15冷蔵6冷凍 I 7クッキー 8ケーキ9かんたんパン10グラタン 
11揚げもの12焼きもの13炒めもの14茶わん蒸し15葉•果菜16根菜 


0000000000000000000000000000 

00000000000000000000000000000 


7 クッキ—〜 13炒めもの の使いかた 


□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□(25間圓） 


gg レンジグリル裝会 仕上がり/温度 

V | /\ 

脱臭 10分 1分 10秒 


オートメニュー1ごはん 2牛乳3さしみ4解凍 
<1ヽ O D 織とりけし f ? 


(□ クッキー I □□口 

食品を入れる 



※丁ーブルプレートが皿受棚の 中段に 
セツトされていることを確認します。 



(クッキーの場合 • 62ページ参照) 


❶ 


オートメニューキーを 
押す 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプが点滅します。 



❷ 


スター ト キーを 押す 


庫内灯が点灯し、加熱が始まります。 



途中で変わる 


'強 

オーブン 


•中 

J0 


オート 



弱 

し— 9 



終了音が鳴ったら食品 
を取り出す 


庫内灯が消灯し、表示が「0」になり、 
加熱が終ります。 



7クッキー8ケーキ9かんたんパン10グラタンのコツ 


7 クッキー 旧 □□□ 620 □□□□□□□□ n i 8 ヶーキ I n □□□58 D □□□□□□□□□ 
はかんたんパン」 口 □□□67〇 □□□□□□□□ n 門〇グラタン I n □□□5〇〇 □□□□□□□□□ 


U 揚げもの1112焼きもの1113炒めもの|のコツ 


pn 揚げもの 旧 00〇54〇 □□□□□□□□□ 
112 焼きもの | 口 □□□550 □□□□□□□□□ 
113 炒めもの I n □□□560 □□□□□□□□□ 


■ A 汪意 


13炒めもの のときは少量の食品を加熱しない。 


少量（表示の分量の;4量以下)で加熱すると食品がこげた 
りすることがあります。 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□ 
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オート調理 



00000000000000010006000 

0000000000 


パ U ッ庫 15冷蔵6冷凍 I 7クッキー 8ケーキ9かんたんパン10グラタン 
11揚げもの12焼きもの13炒めもの14茶わん蒸し15葉•果菜16根菜 


□□□□□□□ 


〇 


14茶わん 蒸しの 使いかた 


□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


レンシ' グリル認 
脱臭 10分 1分 10秒 


仕上がり/温度 

V|A 


オートメニュー1ごはん 2牛乳3さしみ4解凍 
く 1 1. ウ° -とりけし n 



食品を入れる 


※ァーブルプレートが加熱室底面にセツト 
されていることを確認します。 

セツトされていない場合、表示窓に 
r r Oc 1 j が表示され、加熱できません。 



(茶わん蒸しの場合） 
(49 ぺージ参照） 


〇 


オートメニューキーを 
押す 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプが点滅します。 



❷ 


スター ト キーを 押す 



ノい 途中で変わる 
庫内灯が点灯し、加熱が 
始まります。 



途中で変わる 



終了音が鳴ったら食品 
を取り出す 


庫内灯が消灯し、表示が「0」になり、 


加熱が終ります。 

n 


l u 


14茶わん蒸しのコツ 


分量は 

1〜6個まで作れます。 

容器は 

直径が 8 cm くらいのふたつきのもので、ふたを 
含めた重量が約 200 g 前後のものが適しています。 

卵液の温度は20〜 25° C にする 

低いときは、仕上がり調節を國に、高いときは 
園にします。 

卵液の量は器の七分目くらいまで 

加熱室は冷ましてから 

瞬謂 使用後で加熱室が熱いと、上 
手に仕上がりません。 


容器の置きかたは 

2個以上はテーブルプレート中央の円の周囲に等間隔に離して並べます。(上から見た図） 


⑩ 


個は中心 
こ置く 


2個 


3個 


4個 


5個 


6個 


取り出すときは注意する 

容器が熱くなってすべりやすくなっています。お手持ちのオーブン用 
手袋や乾いたふきんなどを用いて、気をつけて出してください。 

加熱が足りなかったときは 

手動 I レンジ1100 WI で、様子を見ながら加熱します。 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□ 
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少量で加熱するときは 

分量が1 OOg 未満のときはオート調理で 
きません。手動 |レンジ|50_ で様子を 
見ながら加熱します。 （26 ページ参照） 
特に、小さく切ったにんじんなど野菜が 
少量 （1OOg 未満)のときに乾燥したり、 
火花が出てこげたりすることがありま 
す。水を多めにふりかけてラップで包む 
か、皿などに広げ、浸るくらいの水を入 
れてラップでおおい、加熱します。 


仕上がり調節キーは 

やわらかめにしたい場合は、 降や■ か|強|、 
固めにしたい場合には、か_にし 
ます。また、野菜の種類や分量、形状 
によっても使い分けます。 （40 ページ参照） 
* 葉•果花菜、根菜のメニューは40 
ページの加熱時間一覧表を参照しま 
す。冷凍した野菜は17ページを参照 
し、手動 ジ で加熱します。 
* じゃがいも6個を加熱す p 

るときは図のように置 
いて加熱し、加熱後裏 
返してしばらく置きま 
す。 


手前 


1回の分量は 

P 5葉•果菜| で加熱する葉菜•果菜•花菜 
類は100〜 500g、 H 6根菜| で加熱する 
根菜類は100〜100 0g です。 

分量が1 00g 未満のときは、オート調理 
はできません。 （26 ページ参照） 

ラップで 包み テーブルプレー トの中央 
に直接にのせて 

ラップですき間のないようにピッタリ 
と包み、直接 テーブルプレー トの中央 
にのせて加熱します。丸のままのじゃ 
がいもなど複数個を加熱するときは、 
まとめてラップに包んで加熱します。 


オー ト調理 



パ 1 」ッ庫 15冷蔵6冷凍 I 7クッキー 8ケーキ9かんたんパン10グラタン 
11揚げもの12焼きもの13炒めもの14茶わん蒸し15葉•果菜16根菜 


D □郜郜 V □郜⑽ V □郜郜 DDD °° 


15葉•果菜16 根菜の 使いかた 


□□□□□□□ 

□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


H レンジグリル$5^ 仕上がり/温度 

^ PAiyi ,,^ V | 八 

脱臭 10分 1分 10秒 


オートメニュー1ごはん 2牛乳3さしみ4解凍 
<1ヽ〇 □> 纖とりけし 


各 


(□ 艰 5□[間 !□□□ 

食品を入れる 



※ァーブルプレートが加熱室底面にセツト 
されていることを確認します。 

セツトされていない場合、表示窓に 
「[Gif 1 」 が表示され、加熱できません。 


(キャベツの場合） 


〇 


オートメニューキーを 
押す 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプが点滅します。 



❷ 


スター ト キーを 押す 


庫内灯が点灯し、加熱が始まります。 



終了音が鳴ったら食品 
を取り出す 


庫内灯が消灯し、表示が「0」になり、 
加熱が終ります。 



15葉•果菜16根菜 I のコツ 


□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□ 
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才 _ 卜調理のお願いオートメニューと表示 


調理する分量や材料は 

ククレツトガイドを参照し、材料や分量を守ってく 
ださい。適量でないと上手に仕上がらないことが 
あります。 

ククレツトガイドに記載しているメニューのなか 
で□□口とは、一度に作れる分量の目安です。 


使用する付属品や容器は ク:、 

使用する付属品や容器が違うと上手 リ■■ふ] 

に仕上がらないことがあります。ク rv \ノリ 
クレットガイドを参照してくださ * み' 

い。また、グラム.ポジションシス し ゞ S 
テムが働きます。分量に合った大き 
さの容器を使ってください。 


オート調理で作れるものは 

ククレツトガイドに記載してある 
料理以外は、オート調理で上手に 
仕上がらないことがあります。手 
動調理で様子を見ながら加熱して 
ください。 



加熱中にドアを開けると 

加熱室の温度が下がり、上手に仕上がらないこと 
があります。ただしオーブン料理で焼きむらが気 
になるときは、焼き時間の％〜％が経過してから 
ドアを開けて食品を入れ替えてください。 


オート調理できる分量は 

ククレツトガイドに表示している分量です。食品 
の重量が1 OOg 未満の分量はオート調理できませ 
ん。手動調理で加熱時間を設定し、様子を見なが 
ら加熱してください。 

(26 ページ参照） 


追加加熱は手動調理で 

オート調理で追加加熱する 
と、加熱しすぎになります。 
手動調理で様子を見ながら 
加熱してください。 



厂あたため I キーは、ドア 
を閉めてから約10分以 
内に押す 

約10分を越えるとスタート 
しません。ドアを開閉して、 
キーを押してください。 



□□□□□□□ 


1 □ □ □ 


2 □ □ 


P A M □ □ 


3 □ □ □ 


P A M □ □ 


4 □ 


□ 


!□□□□ 

| □□口 

|5 □ 

□ 


□ □□□ □□□ 


6 □ 


□ 


7D □ □ □ 


8D □ □ 


9□□□□間 


10D□ □ □ 


!!□□□□ 


12 D □ □ □ 


13 D □ □ □ 


14□□□間 


15 □ □ □ □ 


16 □ □ 


□□□□□□ 


強グリルレンジ 


H ： 


強グリルレンシ 

> ic 


I 


IZ 


IL 


!C 


レンシ 

IE 


0 0 0 0 




，つ v 


(0 yv \ 

今 G ル 


ンジ/ 

ぶル 


オーブン 


オーブン 


オーブン 


ルンジ / 

4レ 


P ンジ / 

今 G ル 


レンジ j 
ブン J 


，つ V 


，つ V 


0000000 


(テ-ブルプレ-卜 
の中央に容器を 
置きます。） 


〇 


(加熱室底面） 


(テ-ブルプレ-卜の 
中央に発泡トレー 
にのせて置きます。） 


〇 


(加熱室底面） 


(焼網） 




(加熱室底面） 


〇 


(中段) 


(下段) 



/ ^ \ 

ォ-ブン 


mi 


(上段) 


(焼網） 


B 1 IH 


(加熱室底面） 


(溫一が 


(加熱室底面） 


(テーブルプレートに間 
隔をあけて置きます。） 


(加熱室底面） 


(テープルプレートの 
中央にラップに包 
み、直接置きます。） 


〇 


(加熱室底面） 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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